







その他のタイトル Clemente Alessandrino, Gli Stromati : libro V











ス』（「訓導者」；全 3 巻）に関しては訳出を終えている 1．クレメンスの主著
に当たる『ストロマテイス』（「綴織」；全 8 巻）については，その第 7 巻まで










リゲネス学会（2013 年 8 月にデンマークのオーフス大学において第 11 回大



















邦訳に際し， 底本としては， これまでの方針を踏襲し， オットー・
シュテーリン（Otto Stählin，1868 － 1949） の校訂になる校訂版テキス
ト（Stromata Buch I-VI / Clemens Alexandrinus; herausgegeben im Auftrage 
der Kirchenväter-Commission der Königl. Preussischen Akademie der 
Wissenschaften von Leipzig: Hinrichs, 1906； Die Griechischen christlichen 
Schriftsteller der ersten drei Jahrhunderte, Bd. 2）を用い，近代語訳として
は，イタリア語訳（Clemente Alessandrino, Gli Stromati: Note di vera filosofia, 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11,1 － 2）萌え出た杖には「7 つの霊」（黙示 5,6）が留まり，それらの霊は主





















































けである．4）また，上着の裾から離して付ける 360 の鈴（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 28,33 －
34）は，一年間すなわち「主の恵みの年」（ｲｻﾞﾔ 61,2；ﾙｶ 4,19）を表し，救い
主の最も偉大なる顕現を告げ知らせ教えるものである．5）さらに，高く尖っ


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































できない．相変わらず肉の人だからである」（1 ｺﾘﾝﾄ 3,1 － 3）．2）それゆえ使
徒の述べるように，乳が幼児のための食糧であり，固い物が完全な人のための
















































































































































の日々の長さだからである」（申命 30,15 － 20）．73.1）また「アブラアムは，
神が彼に告げた場所へ赴いた．三日目に彼が目を上げると遙か彼方にその場所






















































































































































秘のうちなる神の知恵なのだ」（1 ｺﾘﾝﾄ 2,6 － 7）．5）また彼は他の箇所でこう
語っている．「知恵と覚知の宝が，すべてそのうちに隠されているキリストの













































































































































































































































































































世 1,1 － 2）からである．94.1）聖書記者はさらにこう続けている．「そして神
は言った，〈光あれ〉と．すると光があった」（創世 1,3）．だが，感覚しうる世
界の創造において主は堅固な天を創り（堅固なものは感覚しうる故），さらに


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 （ｿﾛﾝ断片 17 ﾃﾞｨｰﾙ）
である．
130.1）またモーセは，女がその堕罪の故に，苦難と労苦をもって出産せねば
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